
32TSUMURA Integrated Report 2024

デジタルや最先端技術でさらなる強みの強化、トータルで唯一無二のノウハウ

日本の漢方薬と同様のバリューチェーンでの中成薬が最も強みを発揮できる

Co-COOメッセージ
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　ツムラグループの事業は、サプライチェーンの上流が天

然物由来の生薬であることが最大の特徴かつ強みでもある

とともに、リスクにもなり得ます。なぜなら天然物ゆえに、

含有成分のばらつきや外来性不純物など、栽培や加工過

程で細心の注意が必要になるからです。当社グループは、

こうしたリスクを軽減できる多くの対策をノウハウとして蓄

積しており、この点が他社には真似できない優位性となっ

ています。生産団体との契約方法や独自の安全性基準、

長年の研究成果を反映させた栽培・加工技術、天候不順

等を想定した産地・産出国の複線化など固有のノウハウ

が、競争力の源泉となる人的資本、社会関係資本などと

して蓄積されています。

　しかしながら近年は、将来予測の難しい事業環境に突

入しており、時代に適した漢方バリューチェーンの強靭化

が必須となっています。中でも喫緊のテーマは、冗長性を

備えた全体最適の推進です。漢方製剤の製造プロセスで

は、医薬品として「臨床上の再現性」を実現するために、

含有成分のばらつきを一定の範囲内に収め、均質性を確

保した製品に仕上げる必要があります。従来は、長年の

経験を有する従業員が最適解を導き出し、原料生薬の配

合計画を担っていました。しかし、人の思考能力には自ず

と限界があり、2～4週間先の生産分までの計画立案にと

どまっていました。また、通常のオペレーションでは、原

料生薬を保管している石岡センター内の在庫状況を中心

に判断していたため、局所的な最適化となっていました。

　2023年から導入した「生薬調合指示システム」によって、

中国で保管する在庫を含む、グループ全体での生薬在庫

の成分データを見渡して、最も効率的な配合の組み合わせ

を、12カ月先の生産分まで自働で立案できるようになりま

した。このシステムはAIを搭載しており、すぐに使わない

在庫の滞留を抑止し、優先度の高い生薬の計画的な選別

加工を指示するなど、生産性を高める顕著な導入効果が

期待できます。さらに、在庫の適正化や業務効率の向上に

とどまらず、栽培工程まで遡って、不足がちと判断された

生薬の播種をいち早く指示することも可能になります。日

ごと必要な生産・保管能力が明らかになり、上流工程の

リスク対応力の向上を図ることができます。私は、このシ

ステムを用いた一連の取り組みを、業務プロセスの全体最

適を実現するバリューチェーン改革と位置づけています。

将来を見据えた大きな一歩でもあり、当社グループの新た

なノウハウになると捉えています。

　今後の展望としては、研究開発・生薬栽培・製剤・販

売の各プロセスで強みを磨き、それぞれが創出する付加

価値が足し合わされることで、天然物を軸とするバリュー

チェーンを一層強化していきます。特に、中国で参入準備

を進めている中成薬事業は、日本国内で展開する漢方製

剤事業との共通項が多く、バリューチェーンの価値を発揮

しやすくなるため、競争力の確立につながるものと考えま

す。だからこそ、現地企業との提携においては、中国事業

における私たちのコアコンピタンスが何なのかを認識した

上で、相互連携を深める必要があります。また、天然物

由来の医薬品の価値をグローバル市場に広げていくため

には、各国の規制・制度への適応も不可欠です。米国に

おける治験など、医薬品を審査する側にとっても例のない

新たな一歩であることを踏まえ、相互理解を深めていくこ

とで、少しずつ前進できると思っています。

　また、ツムラグループは、「労働生産性2倍」を目指して

います。これはコストダウンだけではなく、労働人口の減

少を見据えた、安定供給のための対策でもあります。対

策の必要性の社内認識は進んでいますが、次期中期経営

計画では、あるべき未来の働き方から逆算し、目標達成

までの行動計画を策定する構想を持っています。

　一方、サステナビリティ課題への取り組みについては、

業界に先駆けてTNFD（自然関連財務情報開示タスク

フォース）に対応した分析を進めるなど、活動を促進して

います。大量に排出される生薬残渣は、堆肥化や燃料化

など資源循環に取り組んでいますが、より一層有効活用す

る方法や、湿気を嫌う漢方製剤の特性に合致した環境負

荷の少ない包装資材の導入など協力会社とともに検討を

進めながら、異業種との共同開発などによって、解決策

を講じていく考えです。2031年に温室効果ガス排出量を

50%削減する目標についても、低炭素・低コストのエネル

ギーを安定的に確保する方策を検討しています。私たちの

ビジネスは、企業価値とともに社会との共通価値を生み出

す力を併せ持っています。自然環境との親和性があり、総

合的に持続可能性の高い事業モデルだと自負しています。

だからこそ、新技術の開発や各組織の生産性向上によっ

て、真にサステナブルな企業になることを目指しています。

AI搭載の新システム稼働により、生薬サプライチェーンの全体最適を実現

天然物由来の医薬品に関わるノウハウをさらに高め、中国事業にも発揮
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デジタルや最先端技術で
個別機能の強化と
全体最適化を図り、
天然物を軸とする
漢方バリューチェーンに
磨きをかけていきます

●��自然災害等による不作・生育不良
●���品質（成分、性状）のばらつき
●����外来性不純物質（農薬、重金属、

微生物、カビ毒）汚染
●����生産者の特定

生物由来・
多成分

ならではの
課題

●��温度・湿度による品質（成分、水
分）変化

●���外来性不純物質（微生物、カビ毒）
汚染

●���異物・不良品混入
●���不定形品の選別

●��温度・圧力・湿度による品
質（成分、水分）変化

●��外来性不純物質（微生物、
カビ毒）汚染

●��成分ばらつきによる均質
性の確保

●����産地会社、生産者との信頼関係
●����産地複線化
●����ツムラ生薬GACPによる生薬
����生産プロセスの標準化（品質、
����不純物、トレーサビリティ）

解決手段
↓

ツムラの強み

●���GACP・GMP管理
●��品質試験ノウハウ
●���社内規格・自社基準による安全性

の確保
●���生薬AI自動選別機

●��GMP管理
●��品目別の温度・圧力制御

による成分変化抑制
●��社内規格・自社基準による

安全性の確保
●��生薬の調合自動化・最適化

●��温度・湿度・光に
よる品質（成分、
水分）変化

●��臨床エビデンス
創出の困難性

●��作用メカニズム
未解明

●��GDP（保管・輸送
環境）管理

●��特殊素材による
防湿・遮光包装

●��KAMPOmics®を
駆使した個別化
医療の科学化、
作用エビデンス
創出

生薬栽培・調達

漢方バリューチェーン

生薬加工 製造 流通・販売 処方・服用

中国事業
における強み

の発揮
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